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ごあいさつ

皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。

ここに当行第９６期上半期の営業の概況と決算の状況につきまし

てご報告申しあげます。

平成１８年上半期の日本経済は、大企業先導から中小企業まで裾

野を広げた設備投資が、内需拡大の原動力として好調さを維持し

ております。また、好調な企業業績を受けた雇用改善の動きから、

個人消費においても底堅さを示し、民需主導で着実な成長を続け

ており、戦後最長の「いざなぎ景気」を超える情勢となっており

ます。

しかし、米国経済の減速観から輸出鈍化などが見込まれるほか、

中東情勢の緊張などをきっかけに原油価格が再び上昇する恐れも

あり、拡大局面がどこまで持続するかが焦点となっております。

金融情勢を見ますと、金融審議会報告書に基づく「リレーショ

ンシップバンキングの機能強化に関するアクションプログラム」

に沿った、新しいアクションプログラムへ盛り込んだ推進計画及

び実績の公表や、本年度末から適用されるバーゼルⅡ（新BIS規

制）への対応としてリスク管理の高度化、精緻化が求められてお

ります。

金融政策面では、景気の持続的な回復を背景に、日銀は１５年余

り続いた量的金融緩和政策を解除したことから、一時長期金利が

２％台に乗せる展開となりました。

このような金融経済環境のなかで、当行はお客さまの多様化・

高度化するニーズへの対応や、利便性向上に向けた体制の整備に

努め、これまで「資産運用プラザ」の開設や北國、福井両行との

業務提携による「ビジネス商談会」の共同開催、ATMの相互無

料開放等を行ってまいりました。これからも、多様で良質な金融

商品・サービスの提供に努め、地域経済の活性化、地域社会の発

展に寄与してまいる所存でございます。

今後とも何卒一層のご支援を賜りますよう心からお願い申しあ

げます。

平成１８年１２月

取締役頭取
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１.クリア（透明）に 

2.サウンド（健全）に 3.フェア（公平）に 

限りなく  

地域のお客さまの利便性向上と信任を確保
するため、お客さまに分かりやすく、限りなく「透
明」な情報開示を行います。 

地域経済の活性化と事業再生に取組み、 
収益力の向上を図ることにより、お客さまと私た
ち双方の「健全性」の向上を図ります。 

コーポレートガバナンスとコンプライアンスを
経営の最重要課題とする限りなく「公平・公
正」な銀行として、お客さまに安心・安全
な取引を提供します。 

経 営 理 念  

地域密着型金融  

事業再生・中小企業金融の円滑化 

・地域になくてはならないコミュニティバンク 
金融サービス業に進化し、お客さま満足度の向上と当行の
収益基盤強化を目指します 

・確固たる顧客基盤の構築 
お客さまの利便性と説明態勢・苦情相談処理機能の向上
を目指します 

・人材基盤の強化 
新規・中途採用の積極化と研修体制の充実を目指します 

経営力の強化 

・リスク管理態勢の整備と財務の健全性の維持向上 
お客さまに安心・安全なお取引を提供いたします 

・リスク管理の高度化による相応のリスクテイクの実施 
地域経済の活性化と自らの収益力の向上を目指します 

・コーポレートガバナンスとコンプライアンス体制の充実 
引続き経営の最重要課題として一層の充実を目指します 

地域のお客さまの利便性向上 

・限りなくクリア（透明）、サウンド（健全）、フェア（公平） 
お客さまの目線に立って分かりやすい情報を発信いたします 

・安心で安全な取引環境を提供 
お客さまから選ばれる銀行を目指します 

・地域と一体となった「まちづくり」 
地域活性化に向けて、地方公共団体や商工団体等と連携した「まちづくり」を目指します 

経営理念・地域密着型金融
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当行グループは、当行、子会社及び子法人等５社で構成され、銀行
業務を中心にリース業務等の金融サービスに係る事業を行っておりま
す。
〔銀行業〕
当行の本店、支店、出張所６９か店において、預金業務、貸出業務、

為替業務、各種金融商品販売等を行い、地域に密着した営業活動に積
極的に取り組んでおり、グループの中心と位置づけております。
また、富山ファースト・ビジネス�において、銀行事務代行業務等

を行っております。
〔リース業〕
富山ファースト・リース�及び富山ファースト機販�において、各

種のリース業務を行っております。
〔その他事業〕
富山ファースト・ディーシー�において、クレジットカード業務を

行っております。また、�富山ファイナンスにおいて、信用保証業務
等を行っております。

譲渡性預金を含めた預金等につきましては、プレミアム定期の発売
などお客さまへのサービス向上を旨として営業基盤の拡充に努めまし
た結果、個人国債等一部金融商品にシフトしましたが、半期中に４４５
億円増加し、当中間期末残高は９，０１４億円となりました。
貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公共団体ならびに

地元中堅・中小企業を中心とした資金需要に積極的にお応えしてまい
りましたが、半期中に５１億円減少し、当中間期末残高は６，５４１億円と
なりました。
有価証券につきましては、資金の効率運用のため、国債や地方債等

の引受や購入に努めました結果、半期中に３５７億円増加し当中間期末
残高は３，０２３億円となりました。

損益状況につきましては、経常収益は、貸出金利息が金利低下等に
より減少した反面、有価証券利息配当金が増加したことにより、資金
運用収益は増加しましたが、役務取引等収益や債券売却益等収益が減
少したことにより、前年同期比２億６３百万円減少し１３３億２９百万円と
なりました。一方、経常費用は、預金金利の引上げ等により資金調達
費用が増加しましたが、不良債権処理費用の減少等により前年同期比
５億３４百万円減少し１０６億２２百万円となりました。この結果、経常利
益は前年同期比２億７２百万円増加し２７億７百万円となりました。
以上の結果、中間純利益は前年同期比２億２７百万円増加し１１億７２百

万円となりました。

金融界におきましては、保険取扱商品の拡大、銀行代理店制度の見
直しや郵政民営化など各種規制緩和がますます進んでまいります。
一方、平成１８年２月の偽造・盗難カード預金者保護法の施行や５月

の会社法施行に伴いディスクロージャーの信頼性を確保するため、開
示企業における内部統制を充実し、経営者に有価証券報告書の開示が
適切である旨の宣誓が義務付けられるとともに、財務報告に係る内部
統制の有効性を評価した報告書の作成が義務付けられるなど、利用者
や投資家保護の各種施策が進められております。
さらに、平成１９年３月期からの自己資本比率の規制等を改定する

バーゼルⅡの導入により、総合的な観点での健全性確保のための各種
リスクを把握し、経営に必要な自己資本額を検討する「自己管理型の
リスク管理」が求められております。
また、金融庁が発表した「地域密着型金融の機能強化の推進に関す

るアクションプログラム」に基づき「地域密着型金融推進計画」を策
定しておりますが、本年が重点強化期間の最終年度であり、事業再生・

中小企業金融の円滑化、経営力の強化、地域のお客さまの利便性向上
への取組み強化をさらに推進してまいります。
「コンプライアンス態勢の充実と強化」につきましては、コンプラ
イアンス・プログラムを実施することにより、コンプライアンス重視
の行動を全役職員で定着させてまいります。なかでも、個人情報保護
がコンプライアンスにおける主要課題のひとつとの認識の下、一層の
管理態勢強化を図ってまいります。
地域の皆さまに対しまして、これらの取組状況をディスクロー

ジャー誌、マスコミ、ホームページ等を活用して適時適切に開示して
まいります。
当行は、平成１７年度をスタートとした第１０次長期経営計画に基づき、

『改革と挑戦』を主題に「地域への貢献」、「経営力の強化」、「収益力
の強化」を基本方針とし、地域のお客さまに一層満足いただける銀行
を目指して、その着実な実行にグループ一丸となって取組んでまいり
ます。

企業集団の主要な事業内容

企業集団の事業の経過及び成果

対処すべき課題

事業の概況
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平成17年9月末 平成18年3月末 

（億円） 

預金残高について
低金利が続く環境の中で、プレミアム定期の発売な
ど地域に密着した営業活動を展開し、お客さまへの
サービス向上を旨として営業基盤の拡充に努めました
結果、平成１８年９月末残高は、上半期中に２８１億円増
加し８，７７５億円となりました。
同様に個人預金は上半期中に１８６億円増加し６，５６８億
円となりました。

個人預り資産の推移
お客さまの多様化する資産運用ニーズにお応えする
ため、投資信託、年金保険、公共債等の販売を積極的
に推進して預り資産の増強を図りました結果、平成１８
年９月末残高は、上半期中に１２３億円増加し７４７億円と
なりました。
これからも、お客さまのニーズにあった新商品の販
売や質の高いサービスの提供に努めてまいります。

貸出金残高について
貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公
共団体ならびに地元中堅・中小企業を中心とした資金
需要に積極的にお応えしてまいりましたが、平成１８年
９月末残高は、上半期中に４４億円減少し６，６６０億円と
なりました。
また、個人ローンは住宅資金などの資金需要に積極
的にお応えしましたが、平成１８年９月末残高は、上半
期中に２０億円減少し１，６３５億円となりました。

業績ハイライト

［預金残高の推移］

［個人預り資産残高の推移］

［貸出金残高の推移］
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（百万円） 

7,3103,672

3,647
3,6333,633

0
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8,000

9,000

8,500
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10,000

9,509

10,002（百万円） 

8,9048,904

0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 2,4802,480

1,158

2,2712,271

928928

1,542

756

経常利益 

当期純利益 

平成16年9月期 平成17年9月期 平成18年9月期 

（百万円） 

業務粗利益
資金運用収支は、有価証券利息配当金等の増加が寄
与し、前年同期比１億２１百万円増加いたしましたが、
役務取引等収支が前年同期比４０百万円減少したこと及
びその他業務収支が、債券売却損の計上により前年同
期比１１億７９百万円減少したことにより、業務粗利益は
前年同期比１０億９８百万円減少し８９億４百万円となりま
した。

コア業務純益
銀行は、一般事業会社と異なる収支構造を持ってい
るため、業績を示す指標の一つに業務純益があります。
また、銀行本業部分での業績を示す指標にコア業務
純益がありますが、当中間期は３６億４７百万円となりま
した。

経常利益・当期純利益
経常収益は、金利低下により貸出金利息が減少した
反面、有価証券利息配当金等が増加したことにより、
資金利益は増加いたしましたが、役務収益や債券売却
益等収益が減少したこと等により、前年同期比３億４７
百万円減少し１０９億２０百万円となりました。一方、経
常費用は、預金金利の引上げ等により資金調達費用は
増加いたしましたが、不良債権処理費用の減少等によ
り前年同期比５億５５百万円減少し８４億４０百万円となり
ました。この結果、経常利益は前年同期比２億８百万
円増加し２４億８０百万円となりました。
以上の結果、中間純利益は前年同期比２億３０百万円
増加し１１億５８百万円となりました。

［業務粗利益の推移］

［コア業務純益の推移］

［経常利益・当期純利益の推移］

・業務純益＝業務粗利益（資金運用収支＋役務取引等収
支＋その他業務収支）－経費（除く臨時処理
分）－一般貸倒引当金繰入額

・コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益
＋一般貸倒引当金繰入額

業績ハイライト
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自己資本比率 

うちTier 比率 

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 

（％） 

10.29 10.49
10.81

9.40 9.57 9.93

国
内
基
準 

567567567

573

平成18年9月末 
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平成17年9月末 平成18年3月末 

（億円） 

自己資本比率は健全基準を大幅にクリアする１０．８１％
自己資本比率は銀行の健全性を見る上での重要な指
標の一つでありますが、当行の自己資本比率は１０．８１
％と国内基準で求められている４％を大幅に上回って
います。また、基本的項目（本来の自己資本）で算出
したTierⅠ比率でも９．９３％と国内基準の２倍以上の高
い水準で推移しています。さらに子会社５社を含めた
連結自己資本比率は１１．３０％と一層安定した水準を維
持しております。今後も引き続き良質な資産の積み上
げを図るとともに、内部留保の拡充により自己資本比
率の一層の向上に努めてまいります。

［自己資本比率の推移（単体）］

［自己資本の推移（単体）］

自己資本比率＝

TierⅠ（基本的項目）＋TierⅡ（補完的項目）�������������������
リスクアセット

×１００

・TierⅠ（基本的項目）＝本来の自己資本のことで、資本金・資

本剰余金・利益剰余金等の合計

・TierⅡ（補完的項目）＝土地の含み益、一般貸倒引当金等

・リスクアセット＝リスクの度合いに応じて調整した総資産

平成１６年
９ 月 末

平成１７年
３ 月 末

平成１７年
９ 月 末

平成１８年
３ 月 末

平成１８年
９ 月 末

９６３円０１銭１，００６円１０銭１，０４８円６６銭１，０７１円５０銭１，１０４円４４銭

平成１７年
９ 月 末

平成１８年
３ 月 末

平成１８年
９ 月 末

自己資本額 ① ５６，７０６ ５７，３９１ ５８，０８６

TierⅠ（基本的項目） ② ５１，８３０ ５２，３９４ ５３，３２８

TierⅡ（補完的項目） ４，８７５ ４，９９７ ４，７５８

リスクアセット ③ ５５０，８６３ ５４７，０６２ ５３６，９２８

自己資本比率 ①÷③ １０．２９ １０．４９ １０．８１

TierⅠ比率 ②÷③ ９．４０ ９．５７ ９．９３

経営の健全性

［自己資本及びリスクアセット（単体）］ （単位：百万円、％）

１株当たり純資産
当行では、従来より健全経営を最重要課題とし、毎
期内部留保の拡充に努めてまいりました結果、１株当
たり純資産は、着実に増加しております。

［１株当たり純資産の推移］
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危険債権 
　12,261（1.80％） 破産更生債権及び 

　これらに準ずる債権 
　7,649（1.12％） 

正常債権 
　655,298 
  （96.30％） 

要管理債権 
　5,305（0.78％） 

債権額合計 
680,514 
（100％） 

危険債権 
　9,570（1.42％） 破産更生債権及び 

　これらに準ずる債権 
　7,514（1.11％） 

正常債権 
　652,339 
  （96.66％） 

要管理債権 
　5,429（0.80％） 

債権額合計 
674,854 

（100.00％） 

3

4

5

0

6

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 

（％） 

3.703.77
3.333.33

資産内容の一層の健全化に努めています。
当行では、資産の健全性をより促進するために毎期
厳格な自己査定を行い、適切な償却・引当を行うこと
に加え、お取引先に対する経営支援を強化し、債権内
容の良化に努めています。
一定額以上の大口債務者について個社別に経営改善
計画等に基づく今後の業績予想等により、将来の
キャッシュ・フローを見積もり、引当金を計上する
キャッシュ・フロー見積法を採用しております。

中小企業の健全化に向けた取組み
中小企業の経営改善・再生に向けた取組みのため

「企業支援チーム」を編制し、中小企業診断士を配置
して、営業店と連携した企業支援体制の整備・強化を
図り、取引先支援に積極的に取組んでおります。その結
果、平成１８年度上期中に２０社の経営改善が図られまし
た。平成１７年４月以降の取組状況は下記のとおりです。

金融再生法開示債権とは、貸出金・支払承諾見返・
外国為替・未収利息・仮払金を対象としています。
●１破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始、会社更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事
由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ず
る債権です。
●２危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成
績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取ができな
い可能性の高い債権です。
●３要管理債権
３ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権です。
●４正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして上記①
から③に掲げる債権以外のものに区分される債権です。

平成１７年９月末 平成１８年３月末 平成１８年９月末

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 ８，５４４ ７，６４９ ７，５１４ ①

危険債権 １０，７５２ １２，２６１ ９，５７０ ②
要管理債権 ６，３１２ ５，３０５ ５，４２９ ③
小計 （A） ２５，６０９ ２５，２１６ ２２，５１４
正常債権 ６５２，６５５ ６５５，２９８ ６５２，３３９ ④
債権額合計 （B） ６７８，２６５ ６８０，５１４ ６７４，８５４ ⑤

小計の債権額に占める割合
（A）／（B） ３．７７％ ３．７０％ ３．３３％

保全額 （C） ２４，１２５ ２３，３０９ ２０，２９６
貸倒引当金 ８，４９６ ９，１１２ ７，３９５
担保・保証等 １５，６２８ １４，１９７ １２，９０１

保全率 （C）／（A） ９４．２０％ ９２．４３％ ９０．１４％

平成１７年４月から平成１８年９月までの累計
うち平成１８年度上期

経営改善支援
取組み先 ２５８ ２２２

うち債務者区分が
上昇した先 ５６ ２０

資産の健全性

［金融再生法に基づく開示債権（平成１８年９月末）］

（単位：百万円）
（％）は債権額合計に占める比率

�金融再生法に基づく開示債権 （単位：百万円）

［経営改善支援の取組み実績］

［金融再生法開示債権比率］
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創業・新事業支援機能等の強化 

事業再生に向けた積極的な取組 

お客さまへの説明態勢整備・ 
相談苦情処理機能の強化 

取引先企業に対する相談・ 
支援機能の強化 

担保・保証に過度に依存しない融資の推進 

人材の育成 

法令等遵守（コンプライアンス）態勢の強化 

ガバナンスの強化 

リスク管理態勢の充実 

収益管理態勢の整備と収益力の向上 

ITの戦略的活用 

経営力の強化 事業再生・ 

中小企業金融の円滑化 

地域のお客さまの 
利便性向上 

経営力の強化 
事業再生・ 

中小企業金融の円滑化 

地域のお客さまの 
利便性向上 

平成18年度上期における取組実績 

富山国際大学と包括連携協力を締結 

クレジットポリシーの骨子を作成 

苦情等記録簿の改訂により報告と受付体制の強化 

当行独自のビジネス商談会の実施 

担保保証に過度に依存しない融資商品の発売 

「企業支援実践研修」（1年間実施）を終了 

経営改善支援取組み先のうち19先、企業再生 
取組み先のうち1先、合計20先ランクアップ 

業種別審査マニュアル等の手引書一部作成 
研修会実施 

信用リスクの計測に向けシステム開発を推進 

調達慣習の見直し作業に着手 

「操作証跡記録・抑止システム」導入 

マルチペイメントシステムの対応に着手 

FITネット3行提携によるATM相互開放（入金ベース） 

行内LAN回線の高速化及びセキュリティー機能アップ 

投資信託情報系システム導入 

共同バックアップセンターの接続回線網設置 

ATMご利用明細票の発行選択を実施 

類推されやすい暗証番号利用者に 
注意喚起の案内（第2回） 

ホームページ上に 
地域貢献活動としての 
各種支援活動を紹介 

ホームページ上に 
「お客さま満足度アンケート」の 

集計結果等を公表 

■地域密着型金融推進計画の詳細は、当行ホームページに掲載しております。　������������	
���
����������

再生ファンド利用により1先事業再生開始 

地域密着型金融推進計画の進捗状況
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4,300

4,600
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富山県内向け貸出金の推移
当行は、地域経済の発展とともに歩む金融機関を目
指し、地元富山県内における幅広い資金ニーズに積極
的にお応えしております。平成１８年９月末の富山県内
向け貸出金残高は５，７４３億円、当行の貸出金全体に占
める比率は８６．２３％となりました。

［富山県内向け貸出金の推移］
（グラフ内％は貸出金全体に占める比率）

融資新商品
当行は、平成１７年８月、担保・保証に過度に依存し
ない融資制度を創設し、地域の中小企業金融円滑化・
安定化に寄与するため、商工会議所及び商工会会員企
業を対象としたファーストサポート商品の取扱いを開
始致しましたが、新たに会計参与又は会計監査人を設
置している会社や、法人会メンバー企業に対する商品
等を追加いたしました。
（ファーストサポート商品）
商工会議所メンバーズ融資
商工会メンバーズ融資
会計参与制度及び会計監査人制度導入支援融資
法人会メンバーズ融資
災害サポート融資
今後も地域の中小企業金融の円滑化に積極的に取組
んでまいります。

富山県内中小企業等向け貸出金の推移
平成１８年９月末の中小企業等に対する貸出金のうち、
地元富山県内の中小企業等への貸出金残高は４，４０９億
円、中小企業等貸出金全体に占める割合は８６．７４％と
なりました。今後も地域金融機関として地域経済の発
展とともに歩んでまいります。

［富山県内中小企業等向け貸出金の推移］
（グラフ内％は中小企業等向け貸出金全体に占める比率）

新たな決済手段の提供
当行では、平成１７年１２月、地元企業の皆さまの成長
支援を目的に、「売掛債権一括決済システム（一括信
託方式）」の取扱いを開始致しました。本システムは、
企業の支払手形削減ニーズに応えるべく、先進的な金
融手法を活用することで、新しい決済手段を提供して
いくものです。

CLO融資の取組み
当行は、平成１７年１２月、地元中小企業の皆さまの成
長支援を目的に、中小企業金融公庫の証券化支援業務
スキームを活用した無担保・第三者保証なしのCLO
（ローン担保証券）融資を実施致しました。今後も中
小企業の皆さまのために多彩な資金調達手段の提供及
び支援を行ってまいります。

NPO法人融資の取組み
当行は、コミュニティビジネスを営むNPO法人に
対する�富山県新世紀産業機構の債務保証制度の取扱
いを開始いたしました。

地域への貢献
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グリーンビル・ 
ローンセンター支店 
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●富山中央 
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↓至 大沢野 
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テクノドーム 
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住宅ローンの推移
地域の個人のお客さまに対し、夢の実現とゆとりあ
る生活をお手伝いするため住宅ローンを積極的に推進
しています。平成１８年９月末の住宅ローン貸出数は
１２，５２３件、貸出残高は１，５５１億円となりました。

貸出運営方針
当行の社会的使命は、地域社会の発展に貢献する
ことであり、お客さまの資金需要に対して積極的に
お応えしております。とりわけ地域産業の担い手で
ある中堅・中小企業や自営業者、個人の皆さまへの
ご融資に積極的に取組んでおります。
これからも、特定業種にかたよることなく安定的
資金供給に努めてまいります。

地方公共団体との取引
当行では、地方公共団体の資金需要に積極的にお
応えしております。平成１８年９月末における富山県
及び富山県内市町村等への融資残高は８７７億円となり
ました。また、「とやま県民債」や「とやま市民債」
の窓口販売等を通じて、地域社会の環境整備に協力
しております。

住宅ローン相談所のご案内

■グリーンビル・ローンセンター支店
TEL（０７６）４２２－６１００

■イオンFB支店
TEL（０７６６）２７－１２３１

■魚津駅前支店
TEL（０７６５）２４－４４３３

貸出金残高
平成１８年３月末 平成１８年９月末 増 減

製造業 ８８，８２４ ９２，１８１ ３，３５７
卸売・小売業 ６１，６２７ ６０，５５７ △１，０７０
建設業 ４３，３０５ ４０，６２２ △２，６８３
各種サービス業 ７５，４００ ７４，２４３ △１，１５７
金融保険業 ６，０９８ ７，１２９ １，０３１
不動産業 ２３，４６９ ２２，７８７ △ ６８２
地方公共団体 ８４，１８１ ８７，７３５ ３，５５４
個人その他 １９１，１５１ １８９，０７０ △２，０８１
合計 ５７４，０５９ ５７４，３２７ ２６８

地域への貢献

［住宅ローン残高の推移］

ローン専用フリーダイヤル ０１２０－１６１６６５

平日 ９時～１９時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～２０時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～１７時
土・日・祝日 １０時～１６時

［富山県内向け貸出金業種別内訳］ （単位：百万円）

［富山県内地方公共団体等向け貸出金の推移］
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財団法人 富山第一銀行奨学財団による支援
�富山第一銀行奨学財団では、学術研究活動支援を
目的として、各教育機関へ助成活動を行っております。
平成１８年度は富山県内の大学３校をはじめ、短大、
高等専門学校等の２５研究機関に総額１５，２２０千円の助成
を行いました。また、昭和３４年の財団設立以来行って
いる学生への奨学金の給貸与は、平成１８年度の２名を
加え総数３０７名となりました。

小学生図画コンクールの開催
昭和３８年以来、将来を担うこどもたちの健全な成長
と一枚の図画を通して家族の絆を強めていただくこと
を目的に、毎年「小学生図画コンクール」を開催して
おります。�富山県教育会、�北日本新聞社、北日本
放送�、�富山第一銀行奨学財団の協賛を得て、４４回
を数えました。第４５回の今年度も平成１８年１２月より作
品募集を開始し平成１９年３月に審査結果発表、表彰式
を予定しております。たくさんのこどもたちのご応募
をお待ちしております。

公益信託「富山ファーストバンク社会福祉基金」
の活動
普銀転換１０周年事業として設立された公益信託富山
ファーストバンク社会福祉基金では、平成１２年の設立
以来、住民参加型の社会福祉事業やボランティア活動
等に助成しております。平成１８年度までの助成金額合
計は７５団体、２０，５９０千円となりました。
平成１９年度も多数の皆さまのご応募をお待ちしてお
ります。

「産・学」連携による地域貢献
当行は、産学連携、教育研究、人材交流等を通じて
活力ある地域経済の発展並びに地域社会への貢献を目
的として、下記高等研究機関と包括連携協力を締結し
ております。
富山大学

富山工業高等専門学校

富山県立大学

富山商船高等専門学校

富山国際大学

（締結順）

富山県内の中小企業動向調査の実施
企業経営者の皆さまの経営管理にお役立ていただく
資料として、昭和５１年より四半期ごとに富山県内の中
小企業を対象にアンケート調査を実施し、業種別企業
動向を発表しております。同調査は、回答企業数（平
成１８年９月４０７社）も大規模となっており、好評をいた
だいております。

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

助成先数 １２団体 ７ １１
助成金額 ３，２９０千円 ３，５７０ ３，４５０

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

助成
部門

助成先数 ３６機関 ３４ ２５

助成金額 １５，７２０千円 １２，７２０ １５，２２０
奨学金 ５，４３０千円 ６，４８０ ５，９５２

金額計 ２１，１５０千円 １９，２００ ２１，１７２

地域への貢献

富山大学との調印式の様子

図画コンクール表彰式 中小企業動向調査
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FITネット商談会
「FITネット」は当行、
株式会社北國銀行、株式
会社福井銀行の３行業務
提携事業の総称です。
平成１８年１０月３日、福
井県越前市のサンドーム
福井において、３行共同主催の第２回FITネット商談
会を開催致しました。当日は参加企業数６００社・団体
（２３６ブース）、来場者３，９５０名、商談数１，９６５件と盛大
な開催となりました。第３回は平成１９年１０月に富山県
にて開催予定です。

「ビジネスソリューションチーム」新設
当行では、お客さまの多様化するご要望にお応えす
るため、全営業店と連携して新しいビジネスモデル、
金融商品等の提案を行う「ビジネスソリューション
チーム」を新設致しました。
当チームでは
・個別企業のニーズに応じたオーダーメイド型商品の提供
・経営支援サービスの提供
・産学官連携の具体的案件の推進
・FITネット業務提携分野の拡大
・ビジネスクラブ、ビジネスマッチング等の運営強化 等
に取組んでおります。

各種相談会の実施
資産運用プラザにおいて、専属の税理士が常時税務
相談にお応えしております。また、平日に加え土曜日
の開催や、県内各支店での開催も行っております。ま
た、毎月各支店において「ローン相談週間」を設けて
ローンの相談にお応えしております。
その他、県内各支店で、社会保険労務士による年金
相談会を年２０回程度開催しております。ぜひ、ご活用
下さい。

ファーストバンク・ビジネスクラブの活動
ファーストバンク・ビジネスクラブでは、インター
ネットによる企業経営に関する情報提供・情報交換、
企業経営にかかる媒体物の配布、交流会実施によるビ
ジネスマッチング・各種セミナーの開催、経営相談・
コンサルティング等の積極的な活動を行っています。
［ビジネス交流会］
平成１８年５月２４日、富山国際
会議場において、ファーストバ
ンク・ビジネスクラブ主催の
「ビジネス交流会２００６」を開催
致しました。県内外の企業や大
学など２３２社・団体（７６ブース）
が参加し大好評を博しました。
［中国ビジネス倶楽部］
会員向の新サービスとして「中国ビジネス倶楽部」
を追加致しました。これは、当クラブが提携している
SMBCコンサルティング�のサービスのひとつであり、
これを機に会員の皆さまの中国ビジネス関連の相談が
可能となりました。

資産運用プラザセミナー
経済や外国為替、くらしの税金、投資信託、外債、
老後のお金、年金、退職金
の運用などのテーマを用意
しております。知りたいこ
と、聞いておきたいことを
わかりやすくお話します。
お気軽にお越しください。

回次 開催日 テーマ
１１ 平成１８年６月２２日 国内株式市場の展望
１２ 平成１８年７月２０日 株式投資中級編
１３ 平成１８年９月２１日 上手な相続対策実践
１４ 平成１８年１０月２５日 戸外で春まで咲き続ける花の寄せ植え

地域への貢献

FITネット商談会の様子

資産運用プラザセミナーの様子

開催実績

今後の開催予定等は当行ホームページに掲載しております。
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本人確認について

銀行取引を行うにあたり、お客さまの本人確認を行うことが「金融

機関等による顧客等の本人確認等及び預金口座等の不正な利用の防止

に関する法律」により義務づけられております。お取引の際には、公

的証明書等が必要となりますのでご了承ください。なお、本法律の改

正が平成１９年１月４日から施行される予定です。

「振り込め詐欺」にご注意ください

振り込め詐欺が頻発しています。不審な請求があった場合は、ご家

族や警察に相談して事実関係を確認した上で対処してください。

身に覚えのない請求などがあった場合も安易に振込等を行わないよ

うご注意ください。不安な方は、最寄りの警察や消費生活センターな

どにご相談ください。

ATMご利用に関するお知らせ

最近、キャッシュカードと運転免許証等が同時に盗まれ、暗証番号

を生年月日等としていたためATMから現金が不正に引き出される被

害が多発しております。今後もお客さまに安心してお取引していただ

くため、第三者から推測され易い暗証番号をご使用の場合は、暗証番

号を変更してくださるようお願い致します。当行におけるこれまでの

セキュリティー向上策の主なものは以下のとおりです。

・一日当たりご利用限度額を２００万円に設定 ・盗難・紛失届の２４時間受付窓口の設置

・ATM後方確認ミラーの設置 ・ATM異常取引検知システムの開始

・ホームページ上での暗証番号に関する注意喚起 ・暗証番号変更依頼の郵送案内

・ATM画面の覗き見防止フィルターの設置

◎当行のATMでは暗証番号の変更が可能です。

偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償について

当行では、「偽造カード等及び盗難カード等を用いて行われる不正

な機械式預貯金払戻し等からの預貯金者の保護等に関する法律」の施

行に伴い、偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償を行ってお

ります。
・補償対象となるキャッシュカード 個人のお客さまのキャッシュカード

・補償の対象 偽造・変造、盗難キャッシュカードを使用した不正な引出し

推測され易い暗証番号を使用の上、カードや暗証番号の管理を安易にされていた場合は、ご預金
の被害額の全部または一部について補償致しかねる場合があります。

◎詳しくは窓口へお問合せください。

お客さま満足度向上を目指して

当行では、第１０次長期経営計画で目指しております「お客さま満足

度の向上」のため、平成１８年２月に「第１回お客さま満足度アンケー

ト」を実施いたしました。

アンケート回収結果は下記のとおりです。

「第１回お客さま満足度アンケート集計結果」の概要については、

当行ホームページに掲載しております。

個人情報の保護について（個人情報保護宣言 要約）

富山第一銀行は、お客さまの個人情報ならびに業務上の取引に関連

して取得する個人情報について、下記の考え方・方針に基づき適正か

つ厳格に取扱うことを宣言いたします。

１．個人情報の取扱いに関し、「個人情報の保護に関する法律」および

全国銀行協会制定自主ルール等を遵守いたします。

２．個人情報の取得は適法かつ適正に行い、利用にあたってはその利用

目的を特定し、利用目的の達成に必要な範囲において取り扱います。

当行とご本人との間で契約を締結することに伴って、直接書面に記

載されたご本人の個人情報を取得する場合には、その利用目的をご

本人に明示いたします。

取得した個人データは、ご本人の同意を得ている場合、法令に基づ

く場合等を除き、第三者に提供することはいたしません。

３．取得した個人データを取扱う部店ごとに管理者を設置する等、組織

的・人的・技術的な安全管理措置を講じます。また、取得した個人

データを正確かつ最新の内容にするよう常に適切な措置を講じるよ

う努力いたします。

４．お客さまがご自身に関する個人データについて開示・訂正・利用停

止等をご請求される場合は、当行本支店の窓口にお申し出下さい。

５．当行の個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関するご質問、苦情

については、お取引しておられる支店窓口のほか、下記の相談窓口

で受付いたします。

［個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関する相談窓口］

〒９３０－８６３０ 富山県富山市総曲輪２丁目２番８号

株式会社富山第一銀行 営業企画部お客さま相談室

フリーダイヤル０１２０－４６２５５０（受付時間：平日９時から１７時）

６．個人情報保護のための体制および取組みについては継続的に見直し

を行い、その改善に努めます。

詳しくは当行ホームページをご覧ください。

富山第一銀行ヘルプデスク
盗難・紛失等のトラブルはここにお電話を！

フリーダイヤル 0120－552495
TEL 076－433－7717

回答依頼件数 回収件数 回収率

個人のお客さま １，９８８ １，２２６ ６１．７％

法人のお客さま ４９６ ３３７ ６７．９％

お知らせ

２４時間
対応！

当行ホームページ http : //www.first－bank.co.jp/
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科 目 金 額
資産の部
現金預け金 9,921
コールローン及び買入手形 25,500
買入金銭債権 305
商品有価証券 363
金銭の信託 600
有価証券 302,303
貸出金 654,183
外国為替 1,463
その他資産 7,915
有形固定資産 17,727
無形固定資産 531
支払承諾見返 7,805
貸倒引当金 △9,971
資産の部合計 1,018,648
負債の部
預金 877,101
譲渡性預金 24,320
コールマネー及び売渡手形 2,815
債券貸借取引受入担保金 20,466
借用金 3,714
外国為替 1
その他負債 4,873
役員賞与引当金 12
退職給付引当金 3,558
繰延税金負債 1,171
再評価に係る繰延税金負債 1,690
支払承諾 7,805
負債の部合計 947,532
純資産の部
資本金 8,000
資本剰余金 5,432
利益剰余金 40,440
自己株式 △163
株主資本合計 53,710
その他有価証券評価差額金 11,343
繰延ヘッジ損益 0
土地再評価差額金 2,077
評価・換算差額等合計 13,420
少数株主持分 3,984
純資産の部合計 71,115
負債及び純資産の部合計 1,018,648

科 目 金 額
経常収益 13,329
資金運用収益 9,476
（うち貸出金利息） （6,248）
（うち有価証券利息配当金） （3,088）
役務取引等収益 1,141
その他業務収益 2,509
その他経常収益 202
経常費用 10,622
資金調達費用 674
（うち預金利息） （431）
役務取引等費用 533
その他業務費用 2,667
営業経費 5,897
その他経常費用 849
経常利益 2,707
特別利益 307
特別損失 4
税金等調整前中間純利益 3,009
法人税、住民税及び事業税 1,061
法人税等調整額 653
少数株主利益 122
中間純利益 1,172

会社名／本店所在地 業務内容 資本金 設立年月日

富山ファースト・ビジネス（株）
富山市奥田本町６番３５号（富山ファイナンスビル内）

現金などの精査・整理
労働者派遣事業等

百万円
１０ 昭和６３年２月１３日

富山ファースト・リース（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 ３０ 昭和５９年１２月１日

富山ファースト・ディーシー（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル６F）

クレジットカード
信用保証業務等 ２０ 昭和６２年３月１８日

富山ファースト機販（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 １０ 平成元年１１月２８日

（株）富山ファイナンス
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル４F）

信用保証業務等 １０ 昭和２９年１０月５日

株 主 資 本

資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平 成 18 年 3 月 31 日 残 高 8,000 5,432 39,504 △150 52,787

中間 連結会計期間中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △212 △212

利 益 処 分 に よ る 役 員 賞 与 △24 △24

中 間 純 利 益 1,172 1,172

自 己 株 式 の 取 得 △34 △34

自 己 株 式 の 処 分 0 20 20
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
中間連結会計期間中の変動額（純額）

中間連結会計期間中の変動額合計 － 0 935 △13 922

平 成 18 年 9 月 30 日 残 高 8,000 5,432 40,440 △163 53,710

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ 損 益

土地再評
価差額金

評価・換
算差額等
合 計

平 成 18 年 3 月 31 日 残 高 10,307 － 2,077 12,384 3,967 69,139

中間 連結会計期間中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △212

利 益 処 分 に よ る 役 員 賞 与 △24

中 間 純 利 益 1,172

自 己 株 式 の 取 得 △34

自 己 株 式 の 処 分 20
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
中間連結会計期間中の変動額（純額） 1,036 0 － 1,036 17 1,054

中間連結会計期間中の変動額合計 1,036 0 － 1,036 17 1,976

平 成 18 年 9 月 30 日 残 高 11,343 0 2,077 13,420 3,984 71,115

中間連結貸借対照表
（平成１８年９月３０日現在） （単位：百万円）

中間連結損益計算書
（平成１８年４月１日から平成１８年９月３０日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結株主資本等変動計算書
当中間期（平成１８年４月１日から平成１８年９月３０日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結子会社の状況

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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科 目 金 額
経常収益 10,920
資金運用収益 9,385
（うち貸出金利息） (6,276)
（うち有価証券利息配当金） (2,969)
役務取引等収益 1,138
その他業務収益 199
その他経常収益 197
経常費用 8,440
資金調達費用 648
（うち預金利息） (431)
役務取引等費用 543
その他業務費用 626
営業経費 5,820
その他経常費用 801
経常利益 2,480
特別利益 306
特別損失 4
税引前中間純利益 2,782
法人税、住民税及び事業税 961
法人税等調整額 661
中間純利益 1,158

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合 計

その他
有価証券
評価差額金

繰延
ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

資 本
準備金

資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰越利益剰余金

平 成 18 年 3 月 31 日 残 高 8,000 5,430 5,430 1,991 31,360 5,998 39,349 △149 52,630 10,250 － 2,077 12,327 64,957
中間会計期間中の変動額
利 益 準 備 金 の 積 立 47 △47 － － －
別 途 積 立 金 の 積 立 2,500 △2,500 － － －
剰 余 金 の 配 当 △212 △212 △212 △212
利益処分による役員賞与 △24 △24 △24 △24
中 間 純 利 益 1,158 1,158 1,158 1,158
自 己 株 式 の 取 得 △15 △15 △15
自 己 株 式 の 処 分 2 2 2
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
中間会計期 間 中 の 変 動 額（純額） 1,042 0 － 1,042 1,042
中間会計期間中の変動額合計 － － － 47 2,500 △1,624 922 △12 909 1,042 0 － 1,042 1,952
平 成 18 年 9 月 30 日 残 高 8,000 5,430 5,430 2,038 33,860 4,373 40,272 △162 53,540 11,292 0 2,077 13,369 66,910

科 目 金 額
資産の部
現金預け金 9,692
コールローン 25,500
買入金銭債権 305
商品有価証券 363
金銭の信託 600
有価証券 293,058
貸出金 666,006
外国為替 1,463
その他資産 4,009
有形固定資産 9,837
無形固定資産 45
支払承諾見返 7,805
貸倒引当金 △9,248
資産の部合計 1,009,441
負債の部
預金 877,508
譲渡性預金 24,320
コールマネー 2,815
債券貸借取引受入担保金 20,466
外国為替 1
その他負債 3,271
役員賞与引当金 12
退職給付引当金 3,547
繰延税金負債 1,092
再評価に係る繰延税金負債 1,690
支払承諾 7,805
負債の部合計 942,531
純資産の部
資本金 8,000
資本剰余金 5,430
資本準備金 5,430
利益剰余金 40,272
利益準備金 2,038
その他利益剰余金 38,233
別途積立金 33,860
繰越利益剰余金 4,373

自己株式 △162
株主資本合計 53,540
その他有価証券評価差額金 11,292
繰延ヘッジ損益 0
土地再評価差額金 2,077
評価・換算差額等合計 13,369
純資産の部合計 66,910
負債及び純資産の部合計 1,009,441

第９６期 中間貸借対照表
（平成１８年９月３０日現在） （単位：百万円）

第９６期 中間損益計算書
（平成１８年４月１日から平成１８年９月３０日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

第９６期 中間株主資本等変動計算書
（平成１８年４月１日から平成１８年９月３０日まで） （単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個人その他 
45.39％ 

国内法人 
27.92％ 

個人その他 
45.39％ 

外国法人 
0.08％ 

金融機関 
26.37％ 

証券会社 
0.24％ 

国内法人 
27.92％ 

福井県 
2.95％ 

石川県 
4.64％ 

東京都 
22.08％ 

新潟県 
1.66％ 

その他 
4.50％ 

富山県 
64.17％ 

 

１．株式の状況（平成１８年９月３０日現在）
１� 発行する株式の総数 １８０，０００，０００株
２� 発行済株式の 総 数 ６０，８０９，７００株
�３ 当期中の名義書換件数 １９５件
�４ 当期中の名義書換株数 １，９６７，６１０株
�５ 株 主 数 ５，７９４名

２．決算日
毎年３月３１日

３．定時株主総会
毎年６月に開催いたします。

４．配当金受領株主確定日
�１ 期末配当金 毎年３月３１日
�２ 中間配当金 毎年９月３０日
なお、配当金のお受け取りには、お近くの当行本支店の預金口

座へ振込のご指定をいただきますと、お受け取りが早くてまちが
いもなくご便利です。

５．基準日
定時株主総会については３月３１日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

６．公告掲載新聞名
富山市において発行する北日本新聞

７．株式取扱手数料
１� 株式名義書換 …………………………………………………無料
２� 新券交付 …………………………………株券１枚につき２００円
�３ 株券喪失登録 ……………………………１件につき ３，０００円

株券１枚につき３６０円
８．株主名簿管理人・事務取扱場所・取次所
１� 株主名簿管理人

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社

２� 同事務取扱場所
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

�３ 同 連 絡 先（郵便物送付先及び電話照会先）
（〒１７１－８５０８）東京都豊島区西池袋一丁目７番７号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話０１２０－７０７－６９６（フリーダイヤル）

�４ 同 取 次 所
三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

取 締 役

取締役頭取 金 岡 純 二

常務取締役 福 原 祥 二

常務取締役 武 隈 光 男

常務取締役 岡 本 諦 観

常務取締役 橋 本 一 次

取 締 役 稲 垣 義 雄

取 締 役 藤 岡 正 紀

取 締 役 南 茂 敬

取 締 役 本 多 正 文

取 締 役 宮 川 一 誠

取 締 役 浅 井 澄 夫

監 査 役

常勤監査役 平 井 彦次郎

常勤監査役 澤 田 清 孝

監 査 役 中 尾 哲 雄

監 査 役 梅 沢 直 正

監査役のうち中尾哲雄および梅沢直正の両氏は、

会社法第２条第１６号に定める社外監査役で

あります。

執 行 役 員

執 行 役 員 藤 澤 繁 幸

株式のご案内 役員（平成１８年９月３０日現在）

［所有者別株式数］ ［地域別株式数］
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富山県内（５６カ店）
★本 店 富山市総曲輪二丁目２番８号 （０７６）４２４－１２１１

本店営業部総曲輪出張所 同 総曲輪一丁目７番１５号 （０７６）４４２－８０１２

★ニューセンター支店 同 牛 島 新 町 ５ 番 ５ 号 （０７６）４４４－８１１１

★富山南センター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル２F （０７６）４２４－１４７０

グリーンビル・
ローンセンター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル１F （０７６）４２２－６１００

●富山駅前支店 同 新富町一丁目４番７号 （０７６）４４１－４４６６

●堤 町 支 店 同 堤町通り二丁目２番１５号 （０７６）４２３－７６９１

●石 金 支 店 同 石 金 三 丁 目 １ 番 １ 号 （０７６）４２４－１７８６

●五 福 支 店 同 五福字才勝１９２２番地の８ （０７６）４３１－８０８６

●小 泉 支 店 同 西中野本町１２番１０号 （０７６）４２３－８３８１

●下 新 支 店 同 千 代 田 町 ９ 番 １４ 号 （０７６）４３２－３６５１

●東 町 支 店 同 東 町 一 丁 目 ５ 番 １ 号 （０７６）４２１－２３１１

岩 瀬 支 店 同 東 岩 瀬 町 ２９５ 番 地 （０７６）４３７－７１２４

水 橋 支 店 同 水 橋 町 ２５ 番 地 の ４ （０７６）４７８－２１４１

堀 支 店 同 下 堀 ５４ 番 地 （０７６）４２３－２２３０

問 屋 町 支 店 同 問屋町二丁目１１番３８号 （０７６）４５１－１１７７

荏 原 支 店 同 向 新 庄 ２００ 番 ２７ （０７６）４２３－８５４０

月 岡 支 店 同 開 発 ２０１ 番 地 （０７６）４２９－５５１１

根 塚 町 支 店 同 新根塚町一丁目５番２５号 （０７６）４９１－２２３３

針 原 支 店 同 金 泉 寺 ２４７ 番 地 （０７６）４５１－２１１１

呉 羽 支 店 同 呉羽町７１６２番地の５ （０７６）４３６－１１２２

●山 室 支 店 同 山 室 １８７ 番 地 の ９ （０７６）４９２－１７１０

北 の 森 支 店 同 森 三 丁 目 ２ 番 １１ 号 （０７６）４３７－５０００

鵜 坂 支 店 同 婦中町分田８８番地の４ （０７６）４２２－１１７０

●婦 中 支 店 同 婦中町 速 星 ８１８ 番 地 （０７６）４６６－２１２１

●八 尾 支 店 同 八尾町東町２２３１番地 （０７６）４５４－３１４１

大 沢 野 支 店 同 上 大 久 保 １８９９ 番 地 （０７６）４６７－２３３６

上 滝 支 店 同 上 滝 ２８８ 番 地 （０７６）４８３－１３１１

立 山 支 店 中新川郡立山町五百石１６番地の１ （０７６）４６３－１２３５

上 市 支 店 同 上市町三日市４７番地の１５ （０７６）４７３－１２３０

●滑 川 支 店 滑川市下小泉町７５番地の４ （０７６）４７５－３１０１

★魚 津 支 店 魚津市中央通り一丁目７番９号 （０７６５）２４－１２３４

魚津駅前支店 同 上村木一丁目１番２５号 （０７６５）２４－４４３３

●黒 部 支 店 黒 部 市 牧 野 ８３ 番 地 の １ （０７６５）５２－１２３０

●宇 奈 月 支 店 同 宇 奈 月 温 泉２４３番 地 （０７６５）６２－１０１９

入 善 支 店 下新川郡入善町入膳５４３０番地 （０７６５）７２－１１８８

泊 支 店 下新川郡朝日町平柳６８８番地 （０７６５）８２－１１５５

★高 岡 支 店 高 岡 市 丸 の 内 １ 番 １２ 号 （０７６６）２１－３１３０

★イオンFB支店 同 下 伏 間 江 ３８３ 番 地 （０７６６）２７－１２３１

●高岡中央支店 同 木 舟 町 ８０ 番 地 １ （０７６６）２２－５６７８

●昭 和 町 支 店 同 昭和町三丁目３番２０号 （０７６６）２３－７３３７

清 水 支 店 同 清水町二丁目３番２４号 （０７６６）２４－２５２６

中 川 支 店 同 東 中 川 町 １ 番 ３４ 号 （０７６６）２４－６３６３

大 野 支 店 同 大 野 １５８ 番 地 の １ （０７６６）２３－２３５３

福 岡 支 店 同 福岡町下蓑３８５番地 （０７６６）６４－５８００

太 閤 山 支 店 射水市中太閤山一丁目１番地６ （０７６６）５６－３６８８

大 門 支 店 同 大 門 １０４ 番 地 の ３ （０７６６）５２－５５０７

●新 湊 支 店 同 中 新 湊 １３ 番 ５ 号 （０７６６）８４－４１２４

氷 見 支 店 氷 見 市 丸 の 内 １０ 番 ２４ 号 （０７６６）７４－１６００

氷 見 南 支 店 同 柳 田 ２０８１ 番 地 の ４ （０７６６）９１－１２００

●砺 波 支 店 砺 波 市 本 町 ２ 番 ２７ 号 （０７６３）３２－３３６３

●福 野 支 店 南 砺 市 福 野 １３２０ 番 地 １ （０７６３）２２－２１５１

城 端 支 店 同 城 端 １５８ 番 地 １ （０７６３）６２－１２０４

井 波 支 店 同 山 見 １７３９ 番 地 １７ （０７６３）８２－１５２５

福 光 支 店 同 福 光 ７３６７ 番 地 （０７６３）５２－１２１１

●石 動 支 店 小 矢 部 市 本 町 ２ 番 ４ 号 （０７６６）６７－０５８１

富山県外（１３カ店）
★金 沢 支 店 金 沢 市 尾 山 町 １ 番 ８ 号 （０７６）２２１－６１３１

泉 支 店 同 泉 二 丁 目 ６ 番 ７ 号 （０７６）２４２－１８８１

東 大 通 支 店 同 元町二丁目１５番１５号 （０７６）２５１－５９１１

七 尾 支 店 七 尾 市 大 手 町 ５９ 番 地 （０７６７）５２－３６００

●輪 島 支 店 輪 島 市 河 井 町 ２ 部 ９５ 番 地 （０７６８）２２－１１１４

糸 魚 川 支 店 糸 魚 川 市 本 町 ９ 番 ９ 号 （０２５）５５２－１７１１

●直 江 津 支 店 上 越 市 五 智 一 丁 目 １ 番２７号 （０２５）５４３－３７７１

●長 岡 支 店 長岡市城内町二丁目２番地１ （０２５８）３３－４８１０

●神 岡 支 店 飛彈市神岡町船津１２０１番地の３ （０５７８）２－１０３１

●高 山 支 店 高 山 市 本 町 三 丁 目 ５８ 番 地 （０５７７）３２－２８２０

★東 京 支 店 東京都千代田区神田岩本町２番地 （０３）３２５６－６３１１

名 古 屋 支 店 名古屋市中区大須三丁目１４番６２号 （０５２）２６１－５８７１

★大 阪 支 店 大阪市西区靱本町一丁目９番１５号 （０６）６４４３－４６５１

★印…外国為替取扱店

●印…外貨両替取扱店

ファースト・バンク店舗のご案内（平成１８年１１月３０日現在）
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®

富山市
富山第一銀行総合事務センター

〇 アーバンプレイス

〇 富山赤十字病院

◎★ ＪＲ富山駅

◎★ マリエとやま

◎★ 高志会館

富山県庁

富山市役所

◎★ ショッピングシティアピア

北日本スクエア

◎★ 総曲輪通り

富山市民病院

◎★ 越州村

◎★ アピタ富山店

◎★ 本郷町

◎★ グリーンモール山室

◎★ 大阪屋北新町店

〇 富山県立中央病院

◎★ マックスバリュー上飯野店

◎★ アピタ富山東店

富山機械工業センター

富山県高志リハビリテーション病院

済生会富山病院

◎★ 北の森ショッピングタウン

◎★ 水橋ミューズ

◎★ サンショウ石坂店

〇 富山企業団地

富山大学（学生会館内）

〇 富山大学附属病院

ポートラムスクエア

◎★ ファボーレ

婦中鉄工業団地

◎★ 笹倉

◎★ ＪＲ八尾駅前

富山市大沢野総合行政センター前

◎★ グリーンバレー大沢野

富山国際大学

立山町
立山町役場前

◎★ 立山ナビオ前

上市町
◎★ マックスバリュー上市店

滑川市
滑川市役所前

◎★ エール滑川

◎★ パスタ前

◎★ プラント３滑川店

魚津市
魚津市役所前

◎★ アップルヒル

◎★ アピタ魚津店

黒部市
黒部市役所

◎★ パルフェ黒部店前

◎★ エーシーシー黒部店前

◎★ メルシー黒部

◎★ アピタ黒部店

〇 黒部市役所宇奈月庁舎前

朝日町
◎★ 荒川

入善町
〇 入善町役場前

◎★ 入善コスモ２１

高岡市
◎★ ＪＲ高岡駅

◎★ 高岡サティ

◎★ スパーヒラキストア大坪店前

高岡市民病院

◎★ ジャスコ高岡店

◎★ イオン高岡

射水市
アイシン軽金属

射水市役所小杉庁舎前

◎★ 太閤山パスコ

◎★ アル・プラザ小杉

◎★ いみずのショッピングタウン

◎★ イータウン

〇 射水市役所大門庁舎前

三精工業前

◎★ 西新湊

氷見市
◎ ハッピータウン氷見

◎★ 氷見プラファ

砺波市
◎★ アピタ砺波店

◎★ ジャスコ砺波店

◎★ サンコー砺波中央店

南砺市
◎★ 福野ア・ミュー

〇 南砺中央病院

小矢部市
◎★ ユニー小矢部店

飛彈市
◎★ バロー神岡店

〇…土曜日稼働店

◎…土曜日・日曜日稼働店

★…祝日稼働店

その他、北國銀行、福井銀行の全ての
ATMでの入出金が無料で利用できます。
（FITネットATM）
但し、北國銀行のコンビニATMを除きます。
平日の１８時以降、土・日・祝日の休日時間
外手数料は有料となります。

店舗外キャッシュサービスコーナーのご案内（８０カ所）（平成１８年１１月３０日現在）

http : //www. first-bank. co. jp/

古紙配合率１００％再生紙と大豆油インキを使用し、
環境にやさしい「水なし印刷」を採用しています。
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